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【研究要旨】 
【目的】本研究の目的は、高校生における１）飲酒・喫煙を含めた薬物乱用の現状を把握すること、

２）薬物乱用の害に関する知識の周知状況を明らかにすること、３）薬物乱用経験をもつ生徒の特

徴を明らかにすることである。得られた研究成果は、青少年に対する薬物乱用防止対策の基礎資料

として厚生労働省及び文部科学省に提出する。 
【方法】調査対象は、全国 145 校の全日制高等学校における全在校生（想定生徒数 121,492 名）で

ある。対象校は、層別一段集落抽出法にて無作為抽出した。調査期間は 2018 年 10 月から 2019 年 3
月であり、各対象校内で無記名自記式の質問紙調査を実施した。調査実施に当たっては、国立精神・

神経医療研究センター倫理委員会の承認を得た（承認番号 A2018-055）。 
【結果】対象校 145 校のうち、82 校（協力率 56.6%）から合計 49,208 名の有効回答を得た（想定生

徒数の 40.5%）。主な知見は次の通りである。 
1) 飲酒の経験率（男性、女性、全体）は、生涯経験（30.3%、24.1%、27.3%）、過去 1 年経験（20.5%、

16.4%、18.5%）、過去 1 ヶ月経験（6.7%、5.5%、6.1%）であった。 
2) 過去 1 ヶ月以内の暴飲経験（Binge Drinking, ビンジ・ドリンキング）は、男性 2.7%、女性

2.0%、全体 2.4%であった。 
3) 未成年者の飲酒に対する考えは、飲むべきではない（70.0%）が過半数を超えたが、時と場合

に応じては構わない（24.2%）や全然構わない（5.3%）という回答もみられた。 
4) 喫煙の経験率（男性、女性、全体）は、生涯経験（6.4%、2.8%、4.7%）、過去 1 年経験（3.2%、

1.4%、2.3%）であった。 
5) 未成年者の喫煙に対する考えは、吸うべきではない（88.6%）という回答が過半数を超えた一

方で、少々なら構わない（4.1%）や全然構わない（3.1%）という回答もみられた。 
6) 薬物乱用の生涯経験率（男性、女性、全体）は、有機溶剤（0.6%、0.1%、0.4%）、大麻（0.4%、

0.1%、0.3%）、覚せい剤（0.3%、0.1%、0.2%）、危険ドラッグ（0.3%、0.1%、0.2%）、コカイ

ン（0.3%、0.1%、0.2%）、MDMA（0.3%、0.1%、0.2%）、いずれかの薬物（0.7%、0.2%、0.5%）

であった。 
7) 薬物乱用に誘われたことがあると答えた割合（全体）は、有機溶剤（0.5%）、大麻（0.7%）、覚

せい剤（0.4%）、危険ドラッグ（0.4%）、コカイン（0.4%）、MDMA（0.4%）いずれかの薬物

（1.0%）であった。 
8) 薬物乱用を肯定する回答（「少々なら構わない」「まったく構わない」の合計）は、全体で、有
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機溶剤（1.6%）、大麻（2.9%）、覚せい剤（1.3%）、危険ドラッグ（1.2%）、コカイン（1.4%）、

MDMA（1.3%）であった。 
【考察】全国の高校生を対象とする薬物乱用に関する実態調査は、2009 年以降行われていなかった

が、約 10 年ぶりに、現状を把握することができた。薬物乱用の生涯経験率はいずれも 0.2～0.4%程

度であり、薬物別に大きな差は認められていない。しかし、薬物使用に誘われた経験に着目すると、

大麻に誘われた経験が他の薬物に比べて高いことが示された。また、薬物使用を肯定する考え（肯

定回答）についても大麻が際立って多いことが読み取れる。こうした結果を踏まえると、高校生に

おいてもインターネット等による誤った情報により、大麻使用を肯定する考えが広がっている可能

性は否定できない。保健体育等の教科を通じた薬物乱用防止教育及び、学校薬剤師等の外部専門家

の協力による薬物乱用防止教室を通じて、大麻に関する予防教育をより一層充実させていく必要が

あると考えられた。 
 
A. 研究目的 
本研究の目的は、高校生における１）飲酒・

喫煙を含めた薬物乱用の現状を把握すること、

２）薬物乱用の害に関する知識の周知状況を

明らかにすること、３）薬物乱用経験をもつ

生徒の特徴を明らかにすることである。 
得られた研究成果は、青少年に対する薬物

乱用防止対策の基礎資料として厚生労働省及

び文部科学省に提出する。 
 

B. 研究方法 
対象者の抽出、調査実施・調整、調査用紙

記載内容の電子メディアへの入力作業及びデ

ータクリーニング作業は、一般社団法人新情

報センター（以下、外部業者）に委託して実

施された。委託の際には、契約書を作成し、

外部業者との委託業務契約を締結した。 
1. 対象者及びサンプリング 
調査対象は、無作為に選ばれた全国 145 校

の全日制高等学校における全在校生である。

対象校は、層別一段集落抽出法にて決定した。

この場合の集落とは学校を指し、全国を北海

道・東北、関東、北陸・東海、近畿、中国・

四国及び九州・沖縄に分けた 6 ブロックを層

とした。 
対象校と各ブロックの抽出対象校数の決

定は、「全国学校総覧 2018 年版」を用いた。

ブロック毎の抽出対象校数は、ブロック毎の

高等学校数を算出し、各ブロックの高校生徒

数の比に従って、最終的に対象校数を決定し

た。対象校の抽出は、ブロック毎に、上記の

手続きで決定された数の高等学校を全高等学

校から無作為で抽出した。その際、学校毎の

生徒数に比例して抽出確率を決め、乱数によ

って抽出した。この操作により、全国の高等

学校から 145 校（想定生徒数 121,492 名）が

選ばれた。 
 

2. 調査方法及び倫理的配慮 
2018 年 9 月に、文部科学省担当課、対象校

を所管する都道府県教育委員会、市町村教育

委員会、対象校の順序で、本調査に関する説

明文書、調査用紙、調査実施協力のご返答用

紙、薬物乱用防止に関する書籍等の書類送付

による事前通知を行い、調査実施協力のご返

答用紙による FAX 返送または、メールや電話

での返答により、調査実施協力の意向の確認

を行った。その後、実施協力の得られた対象

校に調査用紙等の書類一式を送付した。 
調査期間は、2018 年 10 月から 2019 年 3 月

までであった。調査方法は、自記式質問紙調

査を学校内で実施した。調査実施に当たり、

教員向けの実施マニュアルを作成した。調査

用紙の配布・回収は、対象校の担当教員が行

った。「調査への回答は自由意志に基づくもの

であること」、「回答したくない項目は回答す

る必要がないこと」、「調査に協力しないこと

で学校から不利益を被ることは一切ないこ

と」、「回答済の調査用紙は、個人用封筒に入

れ、封をしてから提出すること」、「封筒の開
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封は学校では行わないこと」等を担当教員が

生徒に対して口頭で説明するように依頼した。

以上の手続きにより、対象者は、調査への協

力を拒否する権利が保障されている。本研究

では、調査への回答をもって、同意取得と判

断した。 
本調査は無記名であり、個人を特定できる

項目はない。生徒のプライバシーを保護し、

回答内容が他の生徒や教員に見られることが

ないように、調査実施に当たり 2 種類の封筒

（個人用、クラス用）を配布した。回答後は、

生徒自らシール付きの個人用封筒に厳封した。

その後、個人用封筒をクラス用封筒に投函さ

せ、クラス単位で回収した。 
 調査実施後は、対象校の担当教員が調査レ

ポート用紙に、在校生徒数（性別、学年別）

や、アンケート実施日の欠席者数などを記載

した。クラス単位で回収された調査用紙は調

査レポートと共に、外部業者に返送され、開

封作業を行った。その後、調査用紙記載内容

を電子メディアに入力し、そのデータを CD
ディスクに保存した。最後に、CD ディスク、

回収した調査用紙、調査レポートや、調査実

施協力のご返答用紙等は国立精神・神経医療

研究センター薬物依存研究部に送付され、保

管された。 
以上の調査手順は、人を対象とする医学系

研究に関する倫理指針を遵守するとともに、

国立精神・神経医療研究センター倫理委員会

の承認を得た（承認番号 A2018-055）。 
 
3. 調査項目 
基本属性及び生活属性に関する設問として、

性別、学年、起床・就寝リズム、学校生活、

家族関係、エナジードリンク摂取状況など 14
項目を尋ねた。 
インターネットに関する設問としてインタ

ーネット使用時間（ソーシャルメディア・SNS、
オンラインゲーム、ネットサーフィング・情

報検索、動画や音楽の視聴、ネットショッピ

ング・オークション）、インターネット・ゲー

ム障害スケール日本語版（以下、IGDS-J）な

どを尋ねた。また、IGDS-J とは、鷲見らが開

発したインターネット・ゲーム障害の診断ツ

ールであり、9 つの項目で構成されている 1) 。

IGDS-J の陽性率の算出のために、原著にあわ

せてカットオフ値を 5 点と設定し、5 点以上

をインターネット・ゲーム障害陽性者、5 点

未満を陰性者とした。 
飲酒に関する設問として、飲酒の機会、飲

酒の生涯経験（初回飲酒年齢）、過去 1 年の使

用頻度、過去 1 ヶ月の使用頻度、過去 1 ヶ月

の暴飲頻度、飲酒に対する考え、父親の飲酒

頻度（飲まない、時々飲む、毎日飲む、父親

はいないの 4 件法）、母親の飲酒頻度（飲まな

い、時々飲む、毎日飲む、母親はいないの 4
件法）の 8 項目を尋ねた。 
また、本研究では Binge Drinking（ビンジ・

ドリンキング）を「暴飲」と表記した。米国

の薬物乱用・精神衛生管理庁（Substance 

Abuse and Mental Health Services 

Administration）によれば、Binge Drinking

とは、一回の飲酒機会（例えば、2 時間くら

いの飲み会で)に、多くのお酒（男性の場合は

5杯以上、女性の場合は、4杯以上）を飲むこ

とと定義されており 2） 、本研究においてもこ

の定義を採用した。 

喫煙に関する設問として、喫煙の生涯経験

（初回喫煙年齢）、過去 1 年の使用頻度、喫煙

に対する考えの 3 項目を尋ねた。 
薬物乱用に関する設問として、有機溶剤・

大麻・覚せい剤・危険ドラッグ、コカイン、

MDMA の 6 種類の薬物について、それぞれの

生涯経験、過去 1 年の使用経験、誘われ経験、

入手可能性（絶対に不可能、ほとんど不可能、

なんとか手に入る、簡単に手に入るの 4 件法）、

身近な乱用者、薬物乱用に対する考え（使う

べきではない、少々なら構わない、まったく

構わないの 3 件法）の 6 項目を尋ねた。 
薬物乱用の知識に関する設問として、薬物

依存、精神病状態、フラッシュバック、急性

中毒死、多発性神経炎、無動機症候群などの

9 項目を尋ねた。 
最後に、薬物乱用の誘いを断る自信（大変
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ある、どちらかといえばある、どちらかとい

えばない、まったくないの 4 件法）について

尋ねた。 
 なお、薬物の入手可能性については、「絶対

不可能」及び「ほとんど不可能」という回答

を「入手不可」、「なんとか手に入る」及び「簡

単に手に入る」を「入手可能」として再コー

ティングした。また、薬物乱用に対する考え

は、「少々なら構わない」及び「まったく構わ

ない」を「肯定回答」として再コーティング

した。 
4. 統計解析 
回収したデータは、事前に作成したクリー

ニング・マニュアルに基づき、論理的な矛盾

や不備がある場合は、データ修正を行った。 
対象は、性別（男性、女性）、学年（1 年生、

2 年生、3 年生）、薬物乱用経験（経験群、非

経験群）、大麻乱用経験（経験群、非経験群）、

インターネット・ゲーム障害（陽性、陰性）

で分類され、各項目とのクロス集計を行った。

なお、群間の有意差は、ピアソンのカイ二乗

検定を用いて検定した。 
 
C. 研究結果 
1. 回収結果 
調査対象校 145 校（国立 1 校、公立 96 校、

私立 48 校）のうち、82 校（国立 1 校、公立

57 校、私立 24 校：対象校の 56.6%）から調

査協力を得た。このうち 26 校は、学年あるい

は学級を限定した形での協力であった。 
計 82 校の調査協力校より、合計 49,428 名

の調査用紙が回収された。これは想定生徒数

の 40.7%にあたる。ただし、全国学校総覧に

記載の生徒数と実際の在籍生徒数とは必ずし

も一致しない可能性がある。このうち 220 名

は、回答率が一定水準（今回は 50%未満を除

外対象と設定）を満たしていない生徒に該当

し、分析対象から除外した。 
以上の手続きにより、合計 49,208 名を有効

回答とした（想定生徒数の 40.5%）。 
 
2. 基本属性及び生活属性に関する結果 

基本属性及び生活属性に関する結果を表 8
～表 12 に示した。有効回答となった 49,208
名の内訳は、男性 25,335 名（51.5%）、女性

23,759 名（48.3%）、1 年生 18,273 名（37.1%）、

2 年生 16,804 名（34.1%）、3 年生 14,131 名

（28.7%）であった。 
生活習慣に関する結果では、起床時間は全

体の 86.7%が「ほぼ一定している」と回答し

たが、13.1％は「一定していない」と回答し

た。一方で就寝時間については、全体の 57.1%
が「ほぼ一定している」と回答したが、42.6％
の生徒が「一定していない」と回答した。朝

食の摂食頻度は、ほとんど毎日食べる（82.0%）

が最も多かったが、時々食べる（10.4%）や、

ほとんど食べない（7.4%）という回答もみら

れた。 
学校生活は、とても楽しい（39.7%）、どち

らかと言えば楽しい（47.4%）が 8 割以上を

占めていたが、どちらかと言えば楽しくない

（9.2%）、まったく楽しくない（3.4%）とい

う回答もみられた。クラブ活動は、積極的に

参加（50.4%）が最も多く、引退した（20.8%）、

参加していない（17.9%）、消極的に参加

（10.6%）と続いた。親しく遊べる友人は

95.9%が「いる」と回答したが、3.7%は「い

ない」と回答した。相談事のできる友人は、

90.9%が「いる」と回答したが、8.3%は「い

ない」と回答した。 
家庭生活に関する結果のうち、家族全員で

の夕食頻度は、ほとんど毎日（37.9%）が最

も多く、ほとんど食べない（16.9%）が次に

多かった。大人不在の状態で過ごす時間は、

ほとんどなし（32.4%）が最も多かったが、3
時間以上（16.2%）と答えた生徒もみられた。

悩み事の父親への相談は、ほとんど相談しな

い（40.3%）が最も多く、よく相談する（6.3%）

が最も少なかった一方、悩み事の母親への相

談に関しては、どちらかと言えば相談する

（35.3%）やよく相談する（22.6％）の回答が

多く、父親よりも母親に相談する生徒の割合

が多かった。 
 エナジードリンクの過去 1 ヶ月の摂取経験
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は、男性（39.1%）、女性（15.6%）、1 年生（26.2%）、

2 年生（28.8%）、3 年生（28.5%）、全体（27.7%）

であった。エナジードリンクの摂取頻度は、1
～2 日（16.0％）が最も多く、3～5 日（6.5%)
が次に続いた。 
 
3. インターネットに関する結果 
インターネット及びインターネット・ゲー

ム使用に関する結果を表 13～17 に示した。 
過去 1 ヶ月のオンラインゲームの使用時間

（1 日あたり）は、約 1 時間（20.1%）、約 2
～3 時間（18.2%）が多く、男女差で比較する

と「6 時間以上する」と答えた生徒は、男性

（7.0％）、女性（1.9%）と男性が有意に高か

った。 
IGDS-J の陽性率は、男性（13.5%）、女性

（5.1%）、1 年生（10.3%）、2 年生（9.3%）、3
年生（8.5%）、全体（9.5%）で、男女差でみ

ると、男性が有意に高かった。 
 
4. 飲酒・喫煙に関する結果 
飲酒・喫煙に関する結果を表 18～表 27 に

示した。飲酒の生涯経験率は、男性（30.3%）、

女性（24.1%）、1 年生（25.4%）、2 年生（27.7%）、

3 年生（29.4%）、全体（27.3%）であった。飲

酒場面は、冠婚葬祭（13.6%）や、家族と一

緒に（12.7%）という回答が多くみられた。 
初回飲酒年齢は、年齢は覚えていない

（8.6%）という回答が最も多く、10 歳以下

（5.1%）、15 歳（3.0%）と続いた。 
飲酒の過去 1 年経験率は、男性（20.5%）、

女性（16.4%）、1 年生（15.8%）、2 年生（19.0%）、

3 年生（21.6%）、全体（18.5%）であった。過

去1年間の飲酒頻度は、1年間で数回（14.6%）

が最も多かった。 
飲酒の過去 1 ヶ月経験率は、男性（6.7%）、

女性（5.5%）、1 年生（4.6%）、2 年生（6.0%）、

3 年生（8.2%）、全体（6.1%）であった。過去

1 ヶ月間の飲酒頻度は、1～2 日（4.0%）が最

も多かった。 
未成年者の飲酒に対する考えは、飲むべき

ではない（70.0%）が過半数を超えたが、時

と場合に応じては構わない（24.2%）や全然

構わない（5.3%）という回答もみられた。 
暴飲の過去 1 ヶ月経験率は、男性（2.7%）、

女性（2.0%）、1 年生（1.7%）、2 年生（2.3%）、

3 年生（3.3%）、全体（2.4%）であった。過去

1 ヶ月間の暴飲頻度は、1～2 日（1.6%）が最

も多かった。 
父親の飲酒頻度に関する質問では、時々飲

む（32.9%）、毎日飲む（32.6%）と回答した

生徒が多かった一方、母親の飲酒頻度に関す

る質問では、時々飲む（43.0%）が最も多く、

続いて、毎日飲む（13.8%）と回答した生徒

が多く、母親より父親の方が毎日飲酒してい

ると回答した生徒の割合が多かった。 
初回喫煙年齢は、年齢は覚えていない

（0.9%）、10 歳以下（0.7%）という回答が最

も多く、過去 1 年間の喫煙頻度は、1 年間で

数回（1.1%）が最も多かった。 
 喫煙の生涯経験率は、男性（6.4%）、女性

（2.8%）、1 年生（4.2%）、2 年生（4.6%）、3
年生（5.2%）、全体（4.7%）であった。 
喫煙の過去 1 年経験率は、男性（3.2%）、

女性（1.4%）、1 年生（2.0%）、2 年生（2.3%）、

3 年生（2.9%）、全体（2.3%）であった。 
未成年者の喫煙に対する考えは、吸うべき

ではない（88.6%）という回答が過半数を超

えた一方で、少々なら構わない（4.1%）や全

然構わない（3.1%）という回答もみられた。 
  
5. 薬物乱用の経験に関する結果 
薬物乱用の経験に関する結果を表 28～表

37 に示した。薬物乱用の生涯経験率（男性、

女性、全体）は、有機溶剤（0.6%、0.1%、0.4%）、

大麻（0.4%、0.1%、0.3%）、覚せい剤（0.3%、

0.1%、0.2%）、危険ドラッグ（0.3%、0.1%、

0.2%）、コカイン（0.3%、0.1%、0.2%）、MDMA
（0.3%、0.1%、0.2%）、いずれかの薬物（0.7%、

0.2%、0.5%）であった。 
薬物乱用の過去 1 年経験率（男性、女性、

全体）は、有機溶剤（0.3%、0.1%、0.2%）、

大麻（0.2%、0.1%、0.2%）、覚せい剤（0.2%、

0.1%、0.1%）、危険ドラッグ（0.2%、0.1%、
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0.1%）、コカイン（0.2%、0.1%、0.1%）、MDMA
（0.2%、0.1%、0.1%）、いずれかの薬物（0.4%、

0.1%、0.3%）であった。 
身近に薬物を使っている人がいると答えた

者の割合（全体）は、有機溶剤（0.9%）、大

麻（1.2%）、覚せい剤（0.7%）、危険ドラッグ

（0.6%）、コカイン（0.6%）、MDMA（0.6%）

であった。 
薬物乱用に誘われたことがあると答えた割

合（全体）は、有機溶剤（0.5%）、大麻（0.7%）、

覚せい剤（0.4%）、危険ドラッグ（0.4%）、コ

カイン（0.4%）、MDMA（0.4%）いずれかの

薬物（1.0%）であった。 
薬物の入手可能性については、「簡単に手に

入る」と答えた生徒の割合は、全体で、有機

溶剤（4.6%）、大麻（2.2%）、覚せい剤（1.8%）、

危険ドラッグ（1.8%）、コカイン（1.6%）、

MDMA（1.5%）であった。また、薬物を入手

できるという回答（「なんとか手に入る」「簡

単に手に入る」の合計）は、全体で、有機溶

剤（10.4%）、大麻（7.2%）、覚せい剤（6.3%）、

危険ドラッグ（6.3%）、コカイン（5.8%）、

MDMA（5.6%）であった。 
薬物乱用に対して「まったく構わない」と

答えた生徒の割合は、有機溶剤（0.7%）、大

麻（1.0%）、覚せい剤（0.6%）、危険ドラッグ

（0.6%）、コカイン（0.6%）、MDMA（0.6%）

であった。また、薬物乱用を肯定する回答

（「少々なら構わない」「まったく構わない」

の合計）は、全体で、有機溶剤（1.6%）、大

麻（2.9%）、覚せい剤（1.3%）、危険ドラッグ

（1.2%）、コカイン（1.4%）、MDMA（1.3%）

であった。 
 

6. 薬物乱用の知識に関する結果 
薬物乱用の知識に関する結果を表 38～表

42 に示した。それぞれの周知率は、薬物依存

（97.6%）、精神病状態（97.1%）、フラッシュ

バック（94.1%）、有機溶剤乱用による急性中

毒死、歯の腐食、多発性神経炎（86.3%、80.1%、

78.9%）、大麻や有機溶剤乱用による無動機症

候群（86.6%）、危険ドラッグ乱用による身

体・精神症状（85.6%）、危険ドラッグの有害

性（80.0%）であった。 
薬物乱用の誘いがあった場合の断る自信は、

大変ある（77.9%）が最も多い一方で、どち

らかといえばない（1.8%）や、まったくない

（3.4%）の回答もみられた。 
 
7. 薬物乱用経験をもつ生徒の特徴 
 ここでは、いずれかの薬物乱用経験のある

経験群と、薬物乱用経験のない非経験群との

群間比較の結果を示した。 
基本属性・生活属性に関する結果（表 10）

では、経験群は非経験群に比べて男性の比率

が高く、2 年生の比率が高い傾向がみられた。

また、経験群は非経験群に比べて、起床時間

や就寝時間が一定していない生徒の比率が高

く、朝食を食べないという生徒の比率が高か

った。学校生活に関する結果では、経験群は

非経験群に比べて、学校生活が楽しくない、

クラブ活動に参加していない、親しく遊べる

友人がいない、相談事のできる友人がいない

という回答の比率が高い傾向がみられた。家

庭生活に関する結果では、経験群は非経験群

に比べて、家族全員で夕食を食べない、大人

不在の状態で過ごす時間が長い、悩み事を母

親に相談しない、エナジードリンクの摂取頻

度が高い傾向がみられた。 
インターネットに関する結果（表 15）では、

すべてのインターネット使用時間（ソーシャ

ルメディア・SNS、オンラインゲーム、ネッ

トサーフィング・情報検索、動画や音楽の視

聴、ネットショッピング・オークション）に

おいて、経験群は非経験群に比べて、「6 時間

以上」と答える比率が高かった。また、イン

ターネット・ゲーム障害では、経験群は非経

験群に比べ、「陽性者」の比率が高かった。 
 飲酒・喫煙に関する結果（表 20、25）で

は、経験群は非経験群に比べて、生涯飲酒経

験率、過去 1 年飲酒経験率、過去 1 ヶ月飲酒

経験率、過去 1 ヶ月暴飲経験率、生涯喫煙経

験率、過去 1 年喫煙経験率のいずれも高かっ

た。また、経験群は非経験群に比べて、未成
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年者の飲酒や喫煙に対して「全然構わない」

と答える比率が高かった。両親の飲酒頻度に

ついては、経験群は非経験群に比べて、「母親

が毎日飲酒している」と答える比率が高かっ

たが、父親の飲酒頻度については、経験群と

非経験群で有意差はみられなかった。 
 薬物乱用に関する結果（表 30、35）では、

経験群は非経験群に比べて、薬物乱用に誘わ

れた経験、身近に使っている人がいると答え

た者の割合、薬物の入手可能性、薬物乱用を

肯定する考えが多かった。 
薬物乱用の知識に関する結果（表 40）では、

「薬物依存」、「精神病状態」「フラッシュバッ

ク」「急性中毒死」、「歯の腐食」、「多発性神経

炎」、「無動機症候群」、「危険ドラッグの身体・

精神症状」、危険ドラッグの有害性」のすべて

の項目において、薬物乱用の非経験群の周知

率は、経験群に比べて、有意に高かった。 
薬物乱用の誘いを断る自信は、経験群は非

経験群に比べて、「まったくない」という回答

が多かった。 
 

D. 考察 
1. 調査の位置付け 
青少年における薬物乱用防止は、わが国の

薬物政策における重要課題として位置づけら

れている。例えば、2018 年に策定された第五

次薬物乱用防止五か年戦略（以下、戦略）で

は、「青少年を中心とした広報・啓発を通じた

国民全体の規範意識の向上による薬物乱用未

然防止」を目標の一つとしている。 
同戦略では、児童生徒が、薬物乱用の危険

性・有害性について正しい知識を持ち、薬物

乱用を拒絶する規範意識を向上させることが

できるように指導・教育内容の充実を図る旨

が明記されている。こうした青少年の薬物乱

用防止対策を立案し、様々な対策の効果を評

価するためには、青少年における薬物乱用の

実態を全国規模で、定期的に把握することが

求められる。 
これまで、わが国の青少年における薬物使

用状況は、主として中学生を調査対象とし、

その実態が調べられてきた。国立精神・神経

医療研究センターが主管する「飲酒・喫煙・

薬物乱用についての全国中学生意識・実態調

査（以下、中学生調査と表記）」は、1996 年

に開始され、これまでに計 12 回の全国調査を

実施してきた。これらの調査により、中学生

（12 歳～15 歳）における各薬物の使用率やそ

の年次推移が報告されている 3)。 
一方、主として 16 歳～18 歳の対象者が想

定される高校生については、「高校生の喫煙、

飲酒、薬物乱用の実態と生活習慣に関する全

国調査」というプロジェクト名で計 3 回実施

されているものの 4-6)（主管は兵庫教育大学教

育・社会調査研究センター）、2009 年以降は

全国調査が行われていない状態が続いていた。 
そこで、約 10 年ぶりに高校生を対象とする

全国調査を厚生労働省「依存症に関する調査

研究事業」の一環として実施することになっ

た。国立精神・神経医療研究センターを主管

とする本プロジェクトは「薬物使用と生活に

関する全国高校生調査」と命名され、2018 年

に全国調査が実施された。 
 
2. 飲酒・喫煙について 
図 1 及び図 2 に学年別みた飲酒経験率及び

喫煙経験率の結果を示した。このグラフでは

本調査と同様に 2018 年度に実施された中学

生調査の結果も併記した。飲酒率や喫煙率は、

中学 1 年生から高校 3 年生にかけて、学年が

上がると共に上昇していた。 
 本研究では、急性アルコール中毒につなが

り得る危険な飲酒行動として、暴飲経験

（Binge Drinking、ビンジ・ドリンキング）に

着目した。暴飲経験率は、女性よりも男性が

高く、学年が上がるにつれて経験率が上昇し

ていた。また、薬物使用の経験がない高校生

では暴飲経験率 2.2%であるのに対し、薬物使

用の経験をもつ高校生では 35.2%と高く、薬

物使用との関連性もみられた。 
 
3. 薬物乱用について 
 本研究では、中学生調査の調査対象項目とな
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っている有機溶剤、大麻、覚せい剤、危険ド

ラッグに加え、コカイン及び MDMA につい

て調査を行った。生涯経験率や過去 1 年経験

率の結果をまとめた図 3 をみると、生涯経験

率はいずれも 0.2～0.4%程度であり、薬物別

に大きな差は認められていない。しかし、薬

物使用に誘われた経験に着目すると、大麻に

誘われた経験が他の薬物に比べて高いことが

わかる。また、薬物使用を肯定する考え（肯

定回答）についても大麻が際立って多いこと

が読み取れる（図 4）。また、大麻を入手でき

るという回答は全体の 7.2%であり、覚せい剤

（6.3%）や危険ドラッグ（6.3%）に比べて高

い。 
大麻使用者の増加は、15 歳から 64 歳まで

の一般住民を対象とした調査（薬物使用に関

する全国住民調査）においても報告されてい

る 7)。大麻使用者が増加する背景として「違

法栽培による大麻の入手可能性の向上」、「大

麻使用を肯定する考えが広がっていること」

の要因が考えられている。こうした結果を踏

まえると、高校生においても大麻の入手機会

が増え、大麻使用を肯定する考えが広がって

いる可能性は否定できない。保健体育等の教

科を通じ、大麻の健康影響について学習する

機会を確保することが求められる。また、学

校薬剤師等の外部専門家を講師として招聘す

る形で、薬物乱用防止教室を開催し、大麻に

関する予防教育を充実させていく必要がある

と考えられる。 
 
4. ゲーム障害について 
 最後に、ゲーム障害について触れておきた

い。アルコールや薬物の使用を繰り返すと、

自らの意思では使用のコントロールができな

くなるアルコール依存症や薬物依存症になる

と同じように、ゲームについてもいわゆる行

動嗜癖として、依存の対象となることが知ら

れている。世界保健機関（WHO）が採択して

いる最新の国際疾病分類（ICD-11）では、ゲ

ーム障害（gaming disorder）として認定され

た。 

 本研究では、信頼性・妥当性が確認されて

いるインターネット・ゲーム障害スケール日

本語版を採用した。対象者のうち、男性の

13.5%、女性の 5.1%がカットオフ値を超え、

インターネット・ゲーム障害の可能性が高い

ことが示唆された。また、カットオフ値を超

える陽性群は、陰性群に比べて飲酒・喫煙・

薬物使用の経験率が高いという結果も得られ

ていることから、今後は、ゲーム障害と飲酒・

喫煙・薬物使用との関連の背景要因について

も検討していくことが求められる。 
 
E. 結論 
高校生における飲酒・喫煙・薬物乱用の実

態を把握することを目的に「薬物使用と生活

に関する全国高校生調査」を実施した。全国

の高校生を対象とする薬物乱用に関する実態

調査は、2009 年以降行われていなかった。約

10 年ぶりに、高校生を対象とする全国調査を

厚生労働省「依存症に関する調査研究事業」

の一環として実施することができた。 
薬物乱用の生涯経験率はいずれも 0.2～

0.4%程度であり、薬物別に大きな差は認めら

れていない。しかし、薬物使用に誘われた経

験に着目すると、大麻に誘われた経験が他の

薬物に比べて高いことが示された。また、薬

物使用を肯定する考え（肯定回答）について

も大麻が際立って多いことが読み取れる。こ

うした結果を踏まえると、高校生においても

インターネット等による誤った情報により、

大麻使用を肯定する考えが広がっている可能

性は否定できない。保健体育等の教科を通じ

た薬物乱用防止教育及び、学校薬剤師等の外

部専門家の協力による薬物乱用防止教室を通

じて、大麻に関する予防教育をより一層充実

させていく必要があると考えられた。 
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3 3 100.0% 5 2 40.0%
3 2 66.7% 4 3 75.0%
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2 1 50.0% 2 1 50.0%
2 2 100.0% 1 1 100.0%
3 2 66.7% 1 0 0.0%
7 6 85.7% 2 1 50.0%
3 0 0.0% 145 82 56.6%
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